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「放送システムに関する技術的条件」のうち 

「衛星放送用受信設備に関する技術的条件」の検討開始について 

 

１．検討の背景 

衛星放送は、放送衛星より送信された 12GHz帯の電波を各建物に設置されているアンテ

ナで受信し、LNB(Low Noise Block)により同軸ケーブルによる伝送に適した中間周波数帯

（BS・CS-IF）に変換・増幅した後、集合住宅や宅内での配信による損失を補うために再

度ブースタにより増幅され、適宜分配器により分配されることで、各戸や宅内の各部屋の

テレビ用壁面端子まで同軸ケーブルにより伝送されている。 

これに関し、アンテナからテレビ用壁面端子までの間に存在する同軸ケーブルや分配器

の接続箇所等から衛星放送用受信設備の中間周波数帯の電波が漏洩し、重複する周波数を

用いる無線システムへの有害な干渉を生ずる例が報告されているが、現状では当該受信設

備からの漏洩電波のレベルについては、国の技術基準が存在していない。 

従来の衛星放送の中間周波数帯は約 1～2GHz 帯であったが、2018 年から始まる衛星に

よる４Ｋ・８Ｋ実用放送（左旋円偏波を利用）の中間周波数帯は約 2.2～3.2GHz となり、

その漏洩により同一周波数帯で既にサービスを実施している他の無線システムとの共用

における懸念が指摘されている。 

加えて、電波利用の高度化、IoTの進展等に伴い携帯電話等の無線システムの利用が急

増することが想定されるところ、衛星放送用受信設備のように多数設置、常時運用されて

いるシステムからの漏洩・雑音は、その進展の阻害要因となる可能性もある。 

他方国際的には、欧州宇宙機関（ESA）が運用する地球観測衛星 SMOS(Soil Moisture and 

Ocean Salinity)が、衛星放送の中間周波数帯と重複のある周波数帯において地球観測（受

動業務）を行っているところ、日本上空において継続的に雑音の影響を受けている旨の報

告が同機関よりなされている。すでに雑音の主たる原因として衛星放送用受信設備からの

電波漏洩が指摘されており、国際対応の面でも速やかに当該雑音の発生を抑止するための

対策を調査検討する必要がある。 

 

 ・対象周波数帯 

1032.23～3223.25MHz（衛星放送の中間周波数帯域）とする。 

・被干渉・与干渉システムの範囲 

上記対象周波数に掲げる周波数帯及び近接する無線システム等を被干渉・与干渉として

調査を行うこととする。 

 

２．検討内容 

平成 18年９月 28日付け諮問第 2023号「放送システムに関する技術的条件」のうち「衛

星放送用受信設備に関する技術的条件」 
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３．検討体制 

放送システム委員会（主査：伊丹 誠 東京理科大学基礎工学部教授）において検討を行

う。 

 

４．一部答申を予定する時期 

平成 29年５月頃に最初の一部答申を予定。その後順次共用検討を実施。 
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送

へ
の
円

滑
な
移

行
の

た
め
の
環
境
整
備
」、

「
民
放
ラ
ジ
オ
難
聴
対
策
支
援
」

は
い
ず
れ
も
電

波
利

用
共
益
事
務
と
し
て
妥
当
と
考
え
ま
す
。

 
【
（
一
社
）
日
本
民
間
放
送
連
盟
】】
ほ
か
民
放
９
社

 
 



9 
（
参

考
）
電

波
政

策
2
0
2
0
懇

談
会

報
告

書
に
い
た
だ
い
た
ご
意

見
②

 

 
4
K
・
8
K
普
及
促
進

等
の

た
め
の

衛
星

放
送
受
信

環
境
整

備
に
関
す
る
支

援
等
（
B

S
/
C

S
-
IF

 干
渉

対
策

）
 
放

送
受

信
設

備
と
携
帯
電
話
等
と
の
混

信
や

妨
害

へ
の

対
処

等
を
行

う
こ
と
は
電

波
の
適

正
な
利
用

を
確

保
す
る
上

で
必

要
不

可
欠

な
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
次

期
の

電
波

利
用

料
を
用
い
て
以
下
の

活
動
・
支
援

等
を
行

う
と
の
報

告
書

案
に
賛

同
し
ま
す
。

 
－

 
受

信
環
境
整
備

の
た
め
の

調
査

研
究

 
－

 
受

信
環
境
整
備

の
た
め
の

周
知

啓
発

活
動

 
－

 
受

信
環
境
整
備

に
対

す
る
支

援
 

 
ま
た
、
本
案
件
に
関

し
て
は

、
通

信
と
放

送
の
事
業

の
領
域

を
跨
い
で
影

響
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
電

波
の

発
射

を
目
的
と
し
な
い
受
信

設
備

の
問

題
で
も
あ
る
こ
と
等

か
ら
、
民

間
事
業
者

の
み

で
出
来

る
対

策
に
は

限
り
が

あ
り
ま
す
。
従

っ
て
、

行
政
の
対
応
と
し
て
、
責

任
部

署
を
明

確
に
し
て
問
題

の
解
決

を
図

る
取

り
組
み

を
行

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

必
要

で
す
。

 
 
な
お
、
報
告
書
の
留

意
点

に
記

載
さ
れ

て
い
る
と
お
り
、
干
渉

対
策
の

支
援

に
あ
た
っ
て
は

、
費

用
対

効
果

の
高

い
実

施
手

法
の
調
査
等
を
十

分
に
行

う
こ
と
が

必
要

で
す
。

 
【
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
（
株

）
】
    

・
 B

S
/
C

S
-
IF
干
渉
対

策
に
次

期
電

波
利

用
料

を
活
用
す
る
こ
と
は
、
電
波
の

有
効
利

用
を
促

進
す
る
た
め
に
適

切
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

 
・
 本

施
策
に
よ
り

B
S
/
C

S
-
IF
漏

洩
に
よ
る
干

渉
被
害

が
縮
小
さ
れ
、
電
波
の

有
効
利

用
が

促
進

さ
れ

る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

 
 

【
（
株

）
N
T
T
ド
コ
モ
】
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